
焼き板の作り方 
【準備】 
□利用団体（個人）で準備するもの 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□国立赤城で貸出可能なもの 
①焼き板用たわし ②焼き板用パレット ③焼き板用バケツ ④焼き板用ふで 

 ※パレットやバケツは、紙皿等でも代用可能です。 
紙皿等を利用する場合は、利用団体で用意してください。ゴミはお持ち帰りいただきます。 

 
【手順】 

①かまどを用意する。 
②火を起こし、杉板を入れて全面焼く。※必ず軍手を着用する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
③たわしで磨いて、「すす」を落とす。 ※新聞紙をひく 
④古タオルやぞうきんで、「すす」をふき取る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※以下の⑤⑥⑧については、乾燥に時間がかかるため作業を行わない団体もあります。 
⑤アクリル絵の具で絵や文字をかく。  
⑥絵や文字がかけたら、乾燥させる。  
⑦清掃・片付け 
  
 
 
 
 
 
 
 
⑧乾燥したら、ヒートンとひもを付ける。 
 

①杉板セット３８０円（杉板 1枚、ひも 1本、ヒートン 2個） 

※1か月前までに「教材申込書」を食堂に提出する。 

②アクリル絵の具（食堂注文可 5色 900円）  

③古タオルやぞうきん ④新聞紙 ⑤軍手 

ながしの底についた「アクリル絵の具」をそのままにすると、

乾燥し取れなくなってしまいます。必ず底についた「アクリル

絵の具」は、きれいにしてください。 


